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▼
公
園
で
太
極
拳

　
３
月
６
日
10
時
、
鎌
倉
中

央
公
園
。
無
料
。
要
申
込
。

鎌
倉
市
公
園
協
会
☎
45
・
２

７
５
０

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
３
月

12
日
９
〜
15
時
。雑
貨･

衣
類

･

手
造
り
品
な
ど
約
20
店
。

▽
骨
董
市
13
日
８
〜
15
時
。

出
店
者
募
集
。片
岡
方
☎
０

９
０･

５
４
４
２･

３
７
７
８

☎
22
・
１
７
５
９

▼
湘
南
グ
ル
ー
プ

　
日
本
の
う
た
・
歌
・
詩
　

　
30
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

　
３
月
７
日
14
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
民
謡
や

わ
ら
べ
歌
な
ど
。
２
千
円
。

長
島
方
☎
０
４
５
・
８
４
６

・
６
８
９
８

▼
環
境
活
動
家
　
谷
口
た
か

ひ
さ
さ
ん
お
は
な
し
会

　
３
月
10
日
10
時
、
本
郷
台

の
地
球
市
民
か
な
が
わ
プ
ラ

ザ
。
温
暖
化
や
環
境
問
題
だ

け
で
な
く
、
自
分
軸
の
考
え

方
や
ド
イ
ツ
の
教
育
か
ら
未

来
の
子
供
達
の
為
に
出
来
る

事
を
学
ぶ
。
無
料
。
要
申
込
。

心
構
え
を
医
師
か
ら
学
ぶ
。

無
料
。
要
申
込
。
市
市
民
健

康
課
☎
61 

・
３
９
７
７

▼
教
養
セ
ン
タ
ー
春
の
講
座

　
４
月
か
ら
教
養
セ
ン
タ
ー

（
笛
田
２
―
17
―
1
）。
鎌
倉

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
全

回
出
席
で
き
る
人
対
象
。
受

講
無
料
、
資
料
代
各
々
。

〔
一
般
教
養
〕
講
師
は
鎌
倉

ア
ジ
サ
イ
同
好
会
・
掬
川
義

勝
さ
ん
、
鎌
倉
水
彩
画
塾
・

矢
野
元
晴
さ
ん
、
県
立
生
命

の
星
・
地
球
博
物
館
館
長
・

平
田
大
二
さ
ん
ら
。
４
月
12

日
〜
６
月
14
日
月
曜
全
８

回
、
９
時
半
か
13
時
半
。

〔
専
門
〕「
中
世
社
会
の
諸
相
」

「
漢
文
に
親
し
む
」「
花
と
セ

日
。
２
日
10
時
半
、
３
・
５
・

７
日
14
時
「
幸
福
の
黄
色
い

ハ
ン
カ
チ
」。
２
・
４
・
６
日

14
時
、
７
日
10
時
半
「
男
は

つ
ら
い
よ
　
第
１
作
」。
９
・

12
日
10
時
半
、
９
〜
12
日
14

時
「
砂
の
器
」。
各
千
円
、

小
中
学
生
５
百
円
。
☎
23
・

２
５
０
０

▼
鎌
倉
文
学
館
の
催
し

　
▽
配
信
イ
ベ
ン
ト
　
①
古

典
講
座
「
芭
蕉
の
鎌
倉
」
俳

人
・
長
谷
川
櫂
さ
ん
②
文
学

講
座
「
自
作
を
語
る
」
作
家
・

大
崎
梢
さ
ん
。
③
資
料
調
査

講
座
「
正
岡
子
規
　
書
簡
」

④
資
料
解
説
講
座
「
花
と
文

学
」、「
作
家
　
身
の
ま
わ
り
」

⑤
「
朗
読
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
俳
優
・
鈴
木
佳
由
さ
ん

ら
　
▽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
鎌
倉
彫
の
小
皿
を
彫
っ
て

み
よ
う
」
３
月
20
日
10
時
、

高
校
生
以
上
対
象
。
オ
リ
ジ

ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
バ
ラ
の
小

皿
を
作
る
。
講
師
は
鎌
倉
彫

資
料
館
館
長
・
遠
藤
英
明
さ

ん
。
２
５
０
０
円
（
塗
加
工

別
途
）。
９
日
ま
で
に
ハ
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
☎
、
人

数
を
書
い
て
鎌
倉
市
長
谷
１

―
５
―
３
へ
申
込
。
☎
23
・

３
９
１
１

▼
第
24
回
水
遊
会
水
彩
画
展

　
３
月
９
〜
14
日
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。
無
料
。
伊

藤
武
夫
さ
ん
ら
17
人
が
描
い

た
鎌
倉
・
横
浜
の
風
景
画
な

ど
約
50
点
。
伊
藤
方
☎
43 

・

０
８
８
２

▼
「
さ
し
え
、
華
や
か
な
り

し
頃
―
清
方
が
受
け
継
ぐ
挿

絵
の
美
」
展

　
３
月
13
日
〜
４
月
11
日
鏑

木
清
方
記
念
美
術
館
。
清
方

の
木
版
画
、
同
時
代
に
描
い

た
日
本
画
作
品
、
水
野
年
方

や
武
内
桂
舟
、
梶
田
半
古
ら

清
方
が
憧
れ
た
挿
絵
画
家
た

ち
の
作
品
を
展
示
。
２
百

円
。
☎
23
・
６
４
０
５

▼
「
拓
本
で
知
る
武
州
か
ね

さ
は
」
展

　
３
月
21
日
ま
で
県
立
金
沢

文
庫
。
か
つ
て「
か
ね
さ
は
」

と
呼
ば
れ
た
金
沢
区
一
帯

に
点
在
す
る
石
碑
、
石
仏
、

道
標
な
ど
の
拓
本
か
ら
金

沢
地
域
の
歴
史
を
た
ど
る
。

２
５
０
円
。
☎
０
４
５
・
７

０
１
・
９
０
６
９

▼
毎
日
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

　
ザ
・
フ
ァ
イ
ナ
ル
上
映
会

　
３
月
22
日
14
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
市
内
在

住
者
対
象
。
認
知
症
の
母
と

娘
家
族
の
生
活
を
記
録
し
た

３
部
作
映
画
の
最
終
章
。
認

知
症
ケ
ア
の
終
わ
り
と
看

取
り
を
考
え
る
。
無
料
。
要

申
込
。
鎌
倉
静
養
館
☎
23
・

９
１
１
０

▼
第
50
回
村
田
良
策
記
念
・

ア
ト
リ
エ
Ｍ
合
同
絵
画
展

　
３
月
30
日
〜
４
月
４
日
鎌

倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
鎌

倉
を
中
心
に
創
作
活
動
を
す

る
村
田
佳
代
子
さ
ん
主
宰
の

絵
画
教
室
の
デ
ッ
サ
ン
、
パ

ス
テ
ル
画
、
水
彩
画
、
油
彩

ン
ス
の
お
教
室
」「
ベ
ス
ト

を
編
み
ま
し
ょ
う
」「
名
画

で
読
み
解
く
聖
書
物
語
」
な

ど
６
講
座
、
８
〜
10
回
。

〔
年
間
講
座
〕「
東
海
道
を
落

語
で
巡
る
」「
韓
国
語
入
門
」

「
庭
木
の
手
入
れ
教
室
」「
芥

川
龍
之
介
・
名
作
の
条
件
」

な
ど
５
講
座
、
17
〜
21
回
。

〔
健
康
づ
く
り
講
座
〕「
健
康

体
操
」「
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」「
ヨ
ガ
教
室
」
の
３

講
座
、
各
８
回
。

　
３
月
10
日
ま
で
に
☎
・
FAX

か
直
接
申
込
。
☎
32
・
１
２

２
１
、
FAX 

32
・
１
２
０
３

画
な
ど
百
数
十
点
。

　
喜
寿
を
迎
え
た
村
田
さ
ん

が
「
自
叙
伝
」
を
タ
イ
ト
ル

に
12
点
の
自
分
史
紹
介
な

ど
、６
人
の
個
展
も
。
無
料
。

な
い
・
腎
臓
病
を
進
め
な

い
・
腎
臓
病
で
命
を
落
と
さ

な
い
」
講
師
は
院
長
代
行
、

腎
臓
病
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

長
・
小
林
修
三
さ
ん
。
ほ
か

５
講
演
。
無
料
。
湘
南
鎌
倉

総
合
病
院
☎
46
・
１
７
１
７

▼
心
を
整
え
る
ヒ
ン
ト
〜
健

や
か
に
今
を
生
き
る

　
３
月
13
日
14
時
、
オ
ン
ラ

イ
ン
。鎌
倉
市
在
住
者
対
象
。

こ
こ
ろ
の
健
康
の
保
ち
方
、

整
理
方
法
な
ど
を
知
る
。
講

師
は
林
香
寺
住
職
で
精
神
科

医
・
川
野
泰
周
さ
ん
。
無
料
。

要
申
込
。
市
市
民
健
康
課
☎

61
・
３
９
４
６

▼
出
前
講
話
「
平
和
」

　
３
月
14
日
13
時
、
鎌
倉
商

工
会
議
所
。
被
爆
２
世
で
、

広
島
平
和
記
念
公
園
に
あ
る

「
原
爆
の
子
の
像
」
の
モ
デ

ル
佐
々
木
禎
子
さ
ん
の
甥
、

佐
々
木
祐
滋
さ
ん
が
平
和
の

大
切
さ
を
テ
ー
マ
に
話
す
。

無
料
。
要
申
込
。
市
文
化
人

権
課
☎
61
・
３
８
７
０

▼
も
し
も
の
時
に
備
え
る
救

命
救
急
医
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
３
月
26
日
10
時
、
玉
縄
学

習
セ
ン
タ
ー
。
鎌
倉
市
内
在

住
、
65
歳
以
上
対
象
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
救
急
医
療
の
現

状
か
ら
日
頃
の
健
康
管
理
や

▼
「
ひ
な
人
形
―
雅
な
春
の

訪
れ
」
展

　
３
月
14
日
ま
で
鎌
倉
国
宝

館
。
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ

た
収
蔵
作
品
を
中
心
に
寄
贈

や
寄
託
を
受
け
た
全
国
屈
指

の
種
類
多
彩
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
展
示
。
４
百
円
。
☎

22
・
０
７
５
３

▼
川
喜
多
映
画
記
念
館

　
▽
企
画
展
「
バ
レ
エ
映
画

の
世
界
　
日
本
バ
レ
エ
発
祥

の
地
・
鎌
倉
」　
３
月
14
日

ま
で
。
日
本
に
お
け
る
バ
レ

エ
隆
盛
の
礎
を
築
い
た
パ
ヴ

ロ
バ
姉
妹
の
足
跡
を
辿
る
。

２
百
円
。

　
▽
振
替
上
映
「
昭
和
を
彩

る
女
優
た
ち
　
松
竹
大
船
撮

影
所
物
語
」
３
月
２
〜
12

メ
ー
ル

takako_
earth0916@
yahoo.co.jp

▼
第
２
回
世

界
腎
臓
デ
ー

　
３
月
11
日

13
時
、
鎌
倉

芸
術
館
。
腎

臓
の
大
切
さ

を
学
ぶ
。
特

別
講
演
「
腎

臓
病
に
な
ら

享保雛（鎌倉国
宝館所蔵）

　
鎌
倉
市
長
谷
の
鎌
倉
文
学

館
で
４
月
11
日
ま
で
収
蔵
展

「
作
家
　
身
の
ま
わ
り
」
が

開
か
れ
て
い
る
＝
写
真
。

　
鎌
倉
で
暮
ら
し
た
久
米
正

雄
、
里
見
弴
、
小
津
安
二
郎

な
ど
10
人
の
作
家
の
愛
用
品

や
書
、
原
稿
な
ど
を
紹
介
。

　
展
示
室
正
面
に
展
示
さ
れ

た
寄
せ
書
き
屏
風
に
は
、
川

端
康
成
は
じ
め
、
里
見
弴
、

中
村
光
夫
ら
鎌
倉
ゆ
か
り
の

作
家
や
漫
画
家
・
横
山
隆
一
、

芸
術
家
・
岡
本
太
郎
の
サ
イ

ン
が
肉
筆
で
ず
ら
り
。

　
画
帳
に
描
か
れ
た
久
米
正

雄
の
水
彩
画
、
吉
屋
信
子
の

着
物
や
収
集
し
た
絵
な
ど
の

美
術
品
、
林
房
雄
の
特
注
の

文
机
や
60
㎝
を
超
え
る
ヒ
ラ

メ
の
魚
拓
、
里
見
弴
の
野
球

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
拡
大
鏡
、

直
木
三
十
五
の
コ
ー
ヒ
ー
ミ

ル
な
ど
、
作
家
た
ち
が
ど
の

よ
う
な
生
活
の
な
か
で
文
学

鎌
倉
ゆ
か
り
の
作
家
の
愛
用
品
な
ど

文
学
館
で
「
作
家
　
身
の
ま
わ
り
」
展

作
品
を
生
み
出
し
て
い
た
か

が
垣
間
見
ら
れ
る
。

　
小
津
安
二
郎
の
ピ
ケ
帽
、

眼
鏡
、
パ
イ
プ
や
キ
セ
ル
、

「
彼
岸
花
」
の
撮
影
に
使
っ

た
赤
い
や
か
ん
、
湯
呑
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
小
津
の
趣

味
や
個
性
が
う
か
が
え
る
。

　
掛
け
軸
や
色
紙
に
書
か
れ

た
作
家
た
ち
の
毛
筆
の
書
、

作
品
の
原
稿
ほ
か
、　
鎌
倉

カ
ー
ニ
バ
ル
の
発
案
者
・
久

米
正
雄
が
ニ
ー
ス
カ
ー
ニ
バ

ル
を
訪
れ
た
と
き
の
チ
ケ
ッ

ト
の
展
示
も
あ
る
。

　
一
般
３
百
円
、
小
中
学
生

百
円
。
鎌
倉
文
学
館
☎
23
・

３
９
１
１

 

　
日
本
画
家
・
山
口
蓬
春

（
１
８
９
３
―
１
９
７
１
年
）

の
没
後
50
年
と
、
一
色
海
岸

を
遠
望
す
る
三
ヶ
岡
に
残
る

同
氏
の
邸
宅
を
守
り
な
が
ら

作
品
の
魅
力
を
伝
え
て
き
た

山
口
蓬
春
記
念
館
の
開
館
30

周
年
記
念
の
特
別
展
が
２
月

６
日
か
ら
開
か
れ
て
い
る
。

　
蓬
春
は
戦
後
、
葉
山
を
拠

点
に
日
本
画
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

を
極
め
た
作
家
で
、
第
一
期

の
「
北
海
道
の
大
自
然
が
生

ん
だ
山
口
蓬
春
・
新
日
本
画

の
魅
力
」
で
は
幼
少
期
を
過

ご
し
た
北
海
道
と
の
関
わ
り

に
焦
点
を
あ
て
る
。

　
蓬
春
が
戦
時
中
も
手
元
に

保
管
し
て
き
た
若
き
日
の
油

彩
画
や
、
同
館
所
蔵
の
「
ま

り
藻
と
花
」
＝
写
真
、
北
海

道
立
近
代
美
術
館
や
同
函
館

美
術
館
か
ら
も
代
表
作
が
届

け
ら
れ
、
３
月
９
日
か
ら
展

示
の
「
松
原
図
」
も
見
ど
こ

ろ
の
ひ
と
つ
。

　
審
査
員
と
し
て
参
加
し
た

日
展
北
海
道
展
で
夫
人
や
仲

間
た
ち
と
の
旅
行
の
様
子

や
、
戦
前
戦
後
を
通
し
た
北

海
道
と
の
関
わ
り
を
示
す
資

料
も
あ
り
、
日
本
画
の
革
新

に
生
涯
を
捧
げ
た
蓬
春
の
原

点
が
北
海
道
の
開
拓
精
神
と

重
な
る
。

　
岡
田
修
子
副
館
長
は
「
木

造
邸
宅
で
の
作
品
の
展
示
は

数
も
限
ら
れ
る
が
、
四
季

折
々
の
庭
の
様
子
や
東
京

美
術
学
校
の
同
窓
・
吉
田

五
十
八
が
設
計
し
た
邸
宅
を

含
め
、
蓬
春
を
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
こ
と
が
当
館
の
特

徴
」
と
話
す
。
同
館
な
ら
で

は
の
所
蔵
品
、
書
簡
や
日
記

な
ど
調
べ
る
ほ
ど
に
発
見
さ

れ
る
蓬
春
の
多
彩
な
魅
力
を

発
信
し
て
い
く
と
い
う
。

　
第
一
期
は
４
月
４
日
ま

で
。
一
般
６
百
円
、
高
校
生

以
下
無
料
。同
館
☎
０
４
６
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　鎌倉のお魚さん、お野菜さんに手紙を書く。
　【応募資格】小学生（400 字詰原稿用紙
１枚）、中学生（同原稿用紙２枚）
　【応募方法】メール nouhaku@braintrust-
from-the-sun.co.jp
郵送　鎌倉市腰越 753-2 坂巻方
　【締切】3月 31 日（当日消印有効）
　【発表】4月15 日
　【賞・賞品】最優秀賞、優秀賞、佳作５点
宿泊券、鎌倉野菜、鎌倉の魚、図書ｶｰﾄﾞなど
　鎌倉農泊協議会☎ 070・1518・0624

お魚大好き　お野菜大好き
作文コンクール

お魚大好き　お野菜大好き
作文コンクール

　くり。家族になって３年。ひっ
くり返ってブラッシングのおね
だり、鳩時計を見てごはんを催
促したり。かわいい姿に皆ニャ
ンコパワーをもらっています。
　　　　　葉山町　安達さん方
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　鎌倉市中央図書館 (☎ 25･2611) は 1月に一般 240冊、
児童書 34 冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「Be Yourself －自分らしく輝いて人生を変える教
科書」川原卓巳著　ダイヤモンド社▼「在り方－自分の
軸を持って生きるということ」永松茂久著　サンマーク
出版▼「源氏将軍断絶－なぜ頼朝の血は三代で途絶えた
か」坂井孝一著　PHP研究所（PHP新書）
　▼「杉原千畝の実像－数千人のユダヤ人を救った決断
と覚悟」古江孝治著　ミルトス▼「アメリカは昭和天皇
をどう見たか－戦争とジャーナリズムの交差点」田中俊
雄著（幻冬舎ルネッサンス新書）▼「夫の言い分妻の言い
分－理想的な結婚生活を続けるために」ウィラード・ハー
リ著　かんき出版 ▼「誤嚥性肺炎で死にたくなければの
ど筋トレしなさい」西山耕一郎著　幻冬舎（幻冬舎新書）
　▼「小津安二郎「東京物語」ほか」小津安二郎著　田
中眞澄編　みすず書房▼「三行で撃つ－〈善く、生きる〉
ための文章塾」近藤康太郎著　CCCメディアハウス
　▼「はらぺこ万歳！おかわり」たかぎなおこ著　文藝
春秋▼「リモートワーク段取り仕事術」相原秀哉著　明
日香出版社▼「たたかう免疫－人体 vs ウイルス真の主
役」NHKスペシャル取材班著　講談社▼「見るレッス
ン－映画史特別講義」蓮實重彦著　光文社（光文社新書）
　▼「芸人人語」太田光著　朝日新聞出版▼「美人だけ
が知っている 100 の秘密」齋藤薫著　角川春樹事務所

鎌倉市中央図書館（1月分）


